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平成17年第２回八郷町議会定例会

　専決処分の報告・一般会計補正予算などを審議
　平成17年第２回八郷町議会定例会が、６月７日に招集され14日までの８日間の日程で開かれました。
　案件は、報告８件、議案９件、発議３件ですべて原案のとおり可決・採択されました。案件は次のと
おりです。

●
報　

告

△

平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
予
算

　

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書

△

平
成
16
年
度
八
郷
町
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

　

書

△

財
団
法
人
八
郷
町
農
業
開
発
事
業
団

　

の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　

提
出
に
つ
い
て

△

財
団
法
人
八
郷
町
産
業
文
化
事
業
団

　

の
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
書
類
の

　

提
出
に
つ
い
て

●
専
決
処
分
の
報
告

△

八
郷
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

△

平
成
16
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算

△

平
成
16
年
度
八
郷
町
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算

△

平
成
16
年
度
八
郷
町
農
業
集
落
排
水

　

特
別
会
計
補
正
予
算

●
議　

案

△

平
成
17
年
度
八
郷
町
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
１
号
）

予
算
総
額
に
１
億
５
６
７
２
万
１
千   

円
を
追
加
し
、
94
億
１
６
７
２
万
１
千

円
と
し
ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
公
共

用
地
の
取
得
費
用
や
合
併
に
と
も
な
う

移
行
経
費
な
ど
で
す
。

△

平
成
17
年
度
八
郷
町
国
民
健
康
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
算
総
額
に
１
１
７
万
６
千
円
を
追
加

し
、
29
億
８
６
１
７
万
６
千
円
と
し
ま

し
た
。

主
な
も
の
は
、
合
併
に
と
も
な
う
被
保

険
者
証
の
発
行
準
備
費
用
で
す
。

△

平
成
17
年
度
八
郷
町
老
人
保
健
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
算
総
額
に
８
７
３
２
万
円
を
追
加

し
、28
億
４
５
３
２
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
国
・
県
か
ら
の

前
年
度
交
付
金
の
返
還
金
で
す
。

△

平
成
17
年
度
八
郷
町
下
水
道
特
別
会

　

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

予
算
総
額
に
84
万
円
を
追
加

し
、８
億
２
９
８
４
万
円
と
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
は
、
合
併
に
と
も
な

う
サ
イ
ン
改
修
工
事
で
す
。

△

八
郷
町
史
編
さ
ん
委
員
会
設
置
条
例

　

を
廃
止
す
る
条
例

△

八
郷
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

△

八
郷
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退

　

職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

△

町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
発　

議

△

分
権
時
代
の
新
し
い
地
方
議
会
制
度

　

の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

△

恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
周
辺

　

を
銃
猟
禁
止
区
域
に
す
る
意
見
書
に

　

つ
い
て

△

米
国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸
入
再
開
に

　

反
対
し
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な
対
策
を

　

求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て

議
長
に
入
江
氏
選
出
さ
れ
る

　

故
永
山
公
士
議
長
の
ご
逝
去
に
と

も
な
い
空
席
と
な
っ
て
い
た
議
長
の

選
挙
が
定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
、
新

議
長
に
入
江
貞
一
氏
(69)
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
、
合
併
ま
で
の
９

月
30
日
ま
で
で
す
。

△

町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（２）



ゴミ問題にあなたの力を！
　

不法投棄はしない、させない、ゆるさない。

不
法
投
棄
と
は
、
み
だ
り
に
ゴ
ミ

を
捨
て
る
こ
と
で
、
不
必
要
に

な
っ
た
家
電
製
品
や
家
具
、
雑
誌
な
ど

を
山
林
や
空
き
地
、
道
路
に
捨
て
る
行

為
を
言
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
で
は
、

建
設
工
事
で
出
る
残
土
・
廃
材
や
廃
タ

イ
ヤ
な
ど
の
投
棄
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
捨
て
ら
れ
た
場
所
で
は
、
景
観
が

損
な
わ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、悪
臭
や
、

周
辺
の
土
壌
、
水
な
ど
の
環
境
に
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
投
棄
物
の
撤
去
に

労
力
と
処
分
費
用
な
ど
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
不
法
投
棄
は
ま
さ
し
く
犯
罪
行

為
な
の
で
す
。

八
郷
町
に
は
現
在
、
産
業
廃
棄
物

不
法
投
棄
監
視
委
員
さ
ん
が
各

地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
２
名
ず
つ
で
合
計
16

名
の
方
が
、
不
法
投
棄
の
監
視
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
仕
事
は
、
月
に
３
回
以
上
の
巡

回
を
実
施
し
、
不
法
投
棄
者
や
不
法
投

棄
現
場
を
発
見
し
、
通
報
す
る
こ
と
で

す
。
ま
た
、
こ
の
う
ち
10
名
の
方
は
水

質
監
視
員
も
兼
ね
て
お
り
、
霞
ヶ
浦
水

域
の
水
質
汚
濁
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の

監
視
活
動
を
行
っ
て
ま
す
。

昨
年
度
に
不
法
投
棄
さ
れ
た
も
の

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
施
行

の
影
響
か
ら
か
、
処
分
費
用
が
か
か
る

冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
が

多
く
、
更
に
廃
タ
イ
ヤ
は
１
６
０
０
本

不
法
投
棄
が
多
い
場
所
は
、
通
行

量
の
少
な
い
山
間
地
域
の
道
路

沿
い
が
最
も
多
く
、
つ
ぎ
に
草
が
生
い

茂
っ
た
人
目
に
つ
き
に
く
い
空
き
地
な

ど
で
す
。
一
度
投
棄
さ
れ
た
場
所
を
放

置
す
る
と
、
再
び
投
棄
さ
れ
や
す
く
な

り
ま
す
の
で
、
早
期
発
見
、
早
期
対
策

が
必
要
と
な
っ
て
来
ま
す
。

　

所
有
地
に
看
板
、
柵
な
ど
を
設
置
し

　

て
く
だ
さ
い
。

ゴ
ミ
を
不
法
投
棄
さ
れ
て
し
ま
っ

た
場
合
、
投
棄
者
が
判
明
す
れ

ば
不
法
投
棄
者
自
身
で
撤
去
す
る
よ
う

厳
格
に
指
導
し
て
い
ま
す
が
、
投
棄
者

が
不
明
の
場
合
は
、
土
地
所
有
者
に
そ

の
撤
去
や
再
発
防
止
対
策
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
、費
用
も
か
か
り
ま
す
。

不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
、
こ
れ

ま
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
や

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
そ
の
防

止
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
な
く
す
ま

で
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
よ
り
多
く
の
地
域
の
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
常
日
頃
か
ら
地
域

ぐ
る
み
で
、
不
法
投
棄
者
の
発
見
や
監

視
の
目
を
光
ら
せ
て
行
く
こ
と
が
、
不

法
投
棄
を
な
く
す
も
っ
と
も
有
効
な
手

段
と
考
え
ま
す
の
で
、
ご
協
力
願
い
ま

す
。産

業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
河
川

の
水
質
汚
濁
、
魚
な
ど
の
死
骸

等
を
見
つ
け
た
ら
、
役
場
保
健
衛
生
課

環
境
保
全
係

ま
で

ご
連
絡
願
い
ま
す
。

位
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
監
視
員
さ

ん
や
住
民
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
早

期
に
問
題
が
解
決
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
巡
回
を
し
て
く
だ
さ
い
。

土
地
等
を
貸
す
場
合
に
は
、
相
手
方

　

や
、
事
業
内
容
を
き
ち
ん
と
調
べ
ま

　

し
ょ
う
。

心ない者により捨てられた廃棄物の山

このかけがえのない環境を後世に伝えましょう

（３）



保険税

その年度に
予想される医療費

（４）

保険税の決まり方

　八郷町のその年度の医療

費総額を推計し、国からの

補助金などを差し引いた額

が保険税として各世帯に割

り当てられます。保険税の

割り当て方は左の4つの

方式で、その合計により一

世帯当たりの保険税が決ま

ります。

　保険税を納める納付義務は、国保

の加入者であるなしにかかわらず、

各世帯の世帯主にあります。

いつから納めるか

　介護保険の導入で、医療保険と介護保険はそれぞれの保

険税によって支えられるしくみになりました。これにより、

40～64歳の人は、医療分と介護分を一括して国保の保険

税として納めます。

65 歳以上の人 40～ 64 歳の人 40 歳未満の人

たとえば　

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

。

たとえば　

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

納める人
　国保に加入する資格が発生した月から納

めなければなりません。届け出をした日で

はありませんので、注意しましょう。

問い合わせ先
役場 1 階
国保医療課
内線 1121

所得割
　　　

資産割
　　　

均等割
　　　

平等割
　　　

納め方

　年度の途中で加入したり、や

めた場合は月割りで計算します

（保険税は４月～翌年３月まで

の年度ごとに計算されます）。

年度途中で
国保に
加入したとき

⬇⬇
⬇

⬇



　保険税の納付を口座振替にすると、納め忘れがな

くなるので、忙しい人・不在がちな人に便利です。

　「預（貯）金通帳」と「通帳の届け出印鑑」を持

参のうえ、八郷町指定の金融機関窓口で口座振替の

手続きができます。

　なお、7月の納税通知書には「口座振替制度のお

知らせ」が綴じられていますのでご覧ください。

【口座振替取扱金融機関】常陽銀行・八郷町農業協

同組合・水戸信用金庫・郵便局

（５）

区 分 医療保険分 介護保険分

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

限 度 額

国保税納付のご案内

期　別 納　　　期

　平成17年度の八郷町の保険税率と納期は、次のとおりです。

国民健康保険税率と納期

国 保 の 届 け 出

※第1期は、前年度に賦課された保険税年額の8分の1を納付額とした
暫定額です。

こんなとき もっていくもの

国保に
加入するとき

他の市区町村から転入したとき 転出証明書、印かん

他の健康保険などを脱退したとき 健保の離脱証明書、印かん

生活保護をうけなくなったとき 保護廃止決定通知書、印かん

子どもが生まれたとき 母子健康手帳、保険証、印かん

外国籍の人が加入するとき 外国人登録証明書

国保を
脱退するとき

他の市区町村へ転出したとき 保険証、印かん

他の健康保険などに加入したとき 国保と健保の保険証、印かん

生活保護をうけはじめたとき 保護開始決定通知書、保険証、印かん

死亡したとき 死亡を証明するもの、保険証、印かん

外国籍の人が脱退するとき 外国人登録証明書、保険証

その他

退職者医療制度に該当したとき 年金証書、保険証、印かん

退職者医療制度に該当しなくなったとき 保険証、印かん

住所、世帯主、氏名などが変わったとき 保険証、印かん

保険証をなくしたり、汚して使えなくなったとき 身分を証明するもの、保険証、印かん

修学のため、子どもが他の市区町村に住むとき 在学証明書、保険証、印かん

※もっていくものについては、上記以外のものが必要になる場合もあります。

　国民健康保険税の納付書は、今年度から第2期分（毎
年7月納付分）の発送時に、第2期から第8期分まで
を一括して郵送します。この納付書は、1冊に綴じ込
まれており、石岡市との合併後もそのまま使用します。
　なお、納付の方法は、従来どおり納税通知書に記載
された各期分の税額を、それぞれの納期内に金融機関
等で納入することに変わりありません。



　

６
月
22
日
、
茨
城
県
議
会
に
お
い
て
石
岡
市
と
八
郷
町
と
の
合
併

が
可
決
さ
れ
、翌
日
の
茨
城
県
知
事
に
よ
る
合
併
の
決
定
を
受
け
て
、

こ
の
地
域
の
合
併
が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
10
月
１
日
の
合
併
に
向
け
て
、
二
つ
の
ま
ち
の
事
務
事
業

や
組
織
機
構
、
電
算
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
一
体
化
を
、
調
整
方
針
に
基

づ
き
具
体
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
市
の
住
所
の
表
示
は
新
た
に
な
り
、「
石
岡
市
」
に
続
く
大
字

は
除
か
れ
、
よ
り
簡
潔
な
表
示
と
な
り
ま
す
。

 

新
・
石
岡
市
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン 

合  　併
協 議 会
だ よ り

 vol.7

　

10
月
１
日
か
ら
石
岡
市
と
八
郷
町
が

合
併
し
て
、
新
し
い｢

石
岡
市
」
が
誕

生
し
ま
す
。

　

新
し
い
市
で
は
、
町
名
・
字
名
は
、

調
整
方
針
に
基
づ
き
「
原
則
と
し
て
、

そ
の
地
域
の
文
化
や
歴
史
的
背
景
を
考

慮
し
、現
行
の
ま
ま
存
続
」
さ
せ
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
大
字
」
を
削
除
し
た
名

称
を
用
い
、
よ
り
簡
潔
な
表
示
と
な
り

ま
す
。

( 平成 17年６月現在 )

石岡市 八郷町
石岡・染谷・村上・
高浜・北根本・中津
川・東田中・東大橋・
小井戸・三村・石川・
井関・柏原・市川・
東野寺・下林※・半
ノ木・根当・池の台・
大砂・碁石沢・栄松・
正上内

柿岡・金指・片野・小幡・須釜・細谷・
上青柳・下青柳・加生野・狢内・鯨岡・
小山田・小屋・上曽・小倉・吉生・芦穂
中部・大増・大塚・太田・中戸・小見・
瓦谷・宇治会・部原・野田・佐久・小塙・
柴間・山崎・宮ケ崎・真家・東成井・根小屋・
下林※・嘉良寿理・片岡・浦須・上林・半
田・川又・月岡・青田・弓弦・柴内・辻・
菖蒲沢・小野越・仏生寺・朝日

※印の「下林」は重複する大字で、石岡市は公衆用道路の二筆

石　岡　市
旭台一～三丁目・荒金・泉町・大谷津・貝地一、二丁目・
柏原町・鹿の子一～四丁目・北府中一～三丁目・国府一
～七丁目・正上内・杉並一～四丁目・杉の井・総社一、
二丁目・田島一、二丁目・東光台一～五丁目・並木・行
里川・八軒台・茨城一～三丁目・東石岡一～五丁目・東
府中・府中一～五丁目・南台一～四丁目・谷向町・若松
一～三丁目・若宮一～四丁目

※新治郡と大字を省いて表示することになります
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福祉課

　
　

住
所
変
更
の
手
続
き

　

  
＝
大
半
は
不
要
で
す
＝　
　

 

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
下
の
表
を

参
考
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
疑
問
の
点
な
ど
が
あ
る
場

合
は
、
八
郷
町
役
場
（
電
話
43-

１
１
１
１
）
の
該
当
す
る
担
当
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
保
健
セ
ン

タ
ー
の
場
合
は
、
電
話
43-

６
６
５
５

で
す
。

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

　

住
所
表
記
の
変
更
に
伴
う
、
証
明

書
な
ど
の
住
所
変
更
手
続
き
に
つ
い

て
、
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

八
郷
町
関
係
で
は
、
手
続
き
の
必
要

な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。　

　

し
か
し
、
別
途
手
続
き
が
必
要
と
な

（７）
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　〒 315-0027

石岡市杉並二丁目１番１号

石岡市保健センター内

 tel 0299-27-8867

 fax 0299-24-1393

 メール 
info_gappei@bz01.plala.or.jp

　

会
議
資
料
は
、
石
岡
市
役
所･

八
郷

町
役
場
の
企
画
課
で
閲
覧
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
閲
覧
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
開
庁
日
の
午
前
９
時

か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

　

合
併
協
議
会
の
動
き
や
合
併
に
関
す

る
情
報
、
会
議
資
料
、
議
事
録
を
随
時

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（
石
岡
市･

八
郷
町
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
と
リ
ン
ク
）

　

定
員
は
30
名
。
協
議
会
開
始
30
分
前

に
先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、

定
員
を
超
え
た
と
き
に
は
、
抽
選
と
な

り
ま
す
。

　

第
７
回
合
併
協
議
会
は
、
８
月
中
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

029-226-5023

0299-28-0110

029-293-8811    

0299-28-0110

0299-22-4872

0299-43-0001

116

0120-995-332

0570-077-077

　

市
・
町
の
名
称
等
は
、
多
く
の
場
合

官
公
署
な
ど
で
自
動
的
に
変
更
さ
れ
、

手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一

部
の
官
公
署
等
で
は
住
所
の
表
示
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

下
の
表
で
は
、
生
活
に
関
わ
り
の
深

い
項
目
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
主
な
も

の
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
以
外
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野

で
い
ろ
い
ろ
な
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
各
取
扱
い
窓
口
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ふれあいの里石岡
ひまわりの館

〒315-0009石岡市大砂10527-6
TEL35-1126・FAX35-1131

▼

ヘルストレーニング室
各種トレーニング機器を備えてい
ます。運動指導員による指導もあ
ります（曜日・時間をご確認くだ
さい）。皆さんの健康づくりにご
活用いただけます。

▼

ターゲットバードゴルフ場
公認9ホール・グランドゴルフ兼用。
このほか、屋外施設として、ペタンク
などのニュースポーツを行う自由広
場、自然散策路もあります。

　合併に向けて、皆さんに石岡市の施設や見どころなど
を紹介するシリーズ2回目、今回は「ふれあいの里石
岡   ひまわりの館」を紹介します。

紹介します　石岡市
　－ 歴史の息づくまち －

　娯楽・教養・くつろぎの施設、健康づくりの施設、高齢者や
障害者を支援する施設などを備える総合福祉センター。

区　　　　　分 使 用 料

ふ れ あ い 浴 室

湯 上 が り 談 話 室

ヘルストレーニング室

休 憩 室

福 祉 レ ス ト ラ ン

中学生以上 1回につき500円

3歳児以上 1回につき200円

3歳児未満 無　料

70歳以上（市・町内） 250円

障害者等（市・町内） 無　料

●個人使用の各施設は、1回の使用料でご利用できます。
●ふれあいホール・介護研修室・料理教室・茶室・ふれあい工作室などの団体使用施設
　の使用料については、ひまわりの館へお問い合わせください。
●上記の個人施設・屋外施設使用料について、７０歳以上の方は８月１日から半額負担      
　でご利用できます。生年月日を確認できるものを必ずお持ちください。また、障害者

　の方は、 ８月１日から障害者手帳を提示されますと無料（免除）でご利用できます。

●個人使用施設　入館受付時間10：00～20：00（利用時間は20：50まで）
●団体使用施設　使用時間9：00～22：00（使用日の180日前から仮申し込み可）
●屋外施設　受付時間9：00～15：00   ・   使用時間9：00～17：00
　　　　　　※屋外施設の使用は、小学生以上の方がご利用できます。
◆休館日　月曜日　※月曜日が祝祭日の場合は、火曜日が休館日となります。

区　　　　　分 使 用 料

ターゲットバードゴルフ

小学生以上 1ラウンド200円

70歳以上（市・町内） 100円

障害者等（市・町内） 無　料

▼

ふれあい浴室
露天風呂・サウナ・ジャグジー・
寝湯・打たせ湯などがあります。
お風呂上がりには、52畳の大広
間「湯上がり談話室」で食事やカ
ラオケをお楽しみいただけます。

個人施設使用料（有料ゾーン） 屋外施設使用料

利用のご案内

（９）

ふれあいの里

至柿岡
医師会病院医師会病院

柏原工業団地柏原工業団地
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定
期
の
予
防
接
種
と
し
て
行
っ
て
い

ま
し
た
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て
、
５
月
30
日
付
け
で
厚
生
労
働
省

か
ら
「
定
期
の
予
防
接
種
に
お
け
る
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨

の
差
し
控
え
に
つ
い
て
」
の
勧
告
が
あ

り
ま
し
た
。
町
で
は
、小
学
校
４
年
生
・

中
学
校
３
年
生
で
実
施
し
て
い
た
集
団

接
種
を
中
止
し
、
特
に
希
望
者
に
つ
い

て
は
個
別
接
種
で
対
応
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
幼
児
（
３
歳
〜
90
か
月
）

に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
個
別
接
種
で

す
が
、
接
種
の
際
は
、
各
医
療
機
関
で

同
意
書
を
記
入
の
う
え
受
け
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ブ
タ
の
体
内
で
増
殖
し
た
日
本
脳
炎

ウ
ィ
ル
ス
を
蚊
が
吸
血
し
、
そ
の
蚊
が

ヒ
ト
を
刺
し
た
時
に
感
染
し
ま
す
。
発

症
は
年
間
数
名
で
主
に
中
高
齢
者
と

な
っ
て
い
ま
す
。
症
状
は
、
高
熱
（
38

〜
40
℃
）、
頭
痛
、
嘔
吐
な
ど
で
発
症

し
、
光
線
過
敏
、
意
識
障
害
、
神
経
系

障
害
を
生
じ
ま
す
。
死
亡
率
は
発
症
者

の
15
％
で
、
生
存
者
の
45
〜
70
％
に
後

遺
症
が
生
じ
ま
す
。

　

ま
れ
に
接
種
直
後
か
ら
翌
日
に
、
発

疹
、
頭
痛
、
倦
怠
感
、
は
き
け
、
シ
ョ
ッ

　

食
中
毒
と
い
う
と
、
飲
食
店
で
の
食

事
が
原
因
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
毎

日
食
べ
て
い
る
家
庭
の
食
事
で
も
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
は
暑
い
夏
に
多
発
し
ま
す
。

６
月
〜
10
月
ま
で
の
間
に
１
年
間
に
発

生
す
る
食
中
毒
事
件
の
７
割
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
特
に
７
月
・
８
月
・
９
月

は
細
菌
に
と
っ
て
良
い
条
件
に
な
る
た

め
食
中
毒
も
ピ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
で
も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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けんこうけんこう通信

ク
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
様
症
状
、
Ａ

Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性
脊
髄
炎
）
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
副
反

応
の
発
生
は
、
平
成
元
年
か
ら
17
年
５

月
ま
で
に
14
件
で
す
。

　

虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
や
蚊
取
り
線
香
な

ど
を
利
用
し
、
肌
を
露
出
し
な
い
服
装

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
梅
雨
を
迎
え
、

蚊
の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
防

虫
対
策
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

　

副
反
応
の
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
（
急
性
散
在
性

脊
髄
炎
）
は
、
70
〜
２
０
０
万
回
の
接

種
に
１
回
程
度
、き
わ
め
て
ま
れ
で
す
。

万
が
一
発
症
し
て
も
通
常
は
軽
快
し
、

そ
の
後
の
再
発
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
後
数
日
か
ら
２
週
間
程
度

の
間
に
発
熱
・
頭
痛
・
け
い
れ
ん
・
運

動
障
害
等
の
症
状
が
現
れ
た
場
合
は
速

や
か
に
医
師
の
診
察
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

①食品類を食中毒菌による汚染から守ること。

②食品中の細菌が増殖する時間を考えて、調理したら細菌

が増殖しないうちに早く食べること。

③食品中の細菌を加熱などにより殺菌するか、低温保存な

どで細菌の増殖する機会を与えないこと。

食品を取り扱う時は、清潔・迅

速・加熱または冷却の三つの原

則を守ることが重要です。
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保健師の

ひとくち
メモ

　

う
っ
と
う
し
い
季
節
で
す
ね
。
気
分

も
憂
鬱
。傘
を
さ
し
て
長
靴
を
は
い
て
、

雨
に
洗
わ
れ
る
新
緑
を
見
に
行
き
ま
せ

ん
か
。
い
つ
も
車
か
ら
見
て
い
る
景
色

が
違
っ
て
見
え
ま
す
よ
。
マ
イ
ナ
ス
イ

オ
ン
も
い
っ
ぱ
い
で
す
ね
。

保
健
師　

豊
崎

　　

図書室からのご案内

開室時間　　午前８時30分～午後５時

○本の貸し出しは１人当たり１回５冊までで

す。

○貸し出し期間は２週間です。土・日もご利

用できます。

新刊図書

○一般図書

２億４千万年の神々　 会沢淳

義経　 宮尾登美子

子どもの絵で作る雑貨　 伊藤尚美

もうひとつの冬のソナタ

キム・ウニ／ユン・ウンギョン

人生ベストテン　 角田光代

熱情　 辻和子

親のこころ  おむすびの味　 木村耕一

生きていくのに大切な言葉　 勢古浩爾

○児童図書

ロメオとジュリエット　 マリオ・ラモ

ママ！　 マリオ・ラモ

パンダのポンポン　 野中柊

オズのまほうつかい　 平田昭吾

はんしろうがわらった　 せなけいこ

そらいろのたね　 なかがわりえこ

おおきくなあれ　 ささきみお

うずらちゃんのかくれんぼ　 きもとももこ

たいせつなたいせつなぼくのともだち

　 ユッタ・ビュッカー／ミリアム・モス

２ひきのいけないアリ

　 クリス・ヴァン オールズバーグ

ぼくのペットはドラゴン？　 中村景児

やさいだいすき　 柳原良平

※図書室の本は、期限までに返却されま

すようお願いいたします。

問い合わせ先

八郷町立中央公民館　電話43‐6262

　

高
齢
者
の
転
倒
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
発
生
し
て
い
ま
す
。予
防
と
し
て
は
、

下
肢
筋
力
と
バ
ラ
ン
ス
機
能
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。さ
ら
に
近
年
、

転
倒
を
よ
り
効
果
的
に
予
防
す
る
た
め

に
は
、
足
、
指
の
機
能
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
が
重
要
な
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
器
械
は
足
の
親
指
と
第
２
指
で

挟
む
だ
け
で
下
肢
の
機
能
（
体
力
）
が

数
字
で
表
さ
れ
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の
方
が
運

動
な
ど
を
実
施
し
た
と
き
に
、
ど
の
く

ら
い
体
の
機
能
が
向
上
し
た
か
な
ど
、

ご
自
分
の
健
康
管
理
に
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　

　

エ
イ
ズ
は
感
染
症
で
す
。
あ
な
た
と

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
エ
イ
ズ

検
査
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

　

土
浦
保
健
所
で
は
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ

ジ
ア
・
梅
毒
検
査
を
匿
名
、
無
料
で
実

施
し
ま
す
。
検
査
を
受
け
る
場
合
は
、

感
染
の
機
会
が
あ
っ
た
後
３
か
月
以
上

経
過
し
て
か
ら
受
け
て
下
さ
い
。
定
例

の
時
間
に
加
え
て
、
８
月
・
９
月
は
時

間
を
延
長
し
ま
す
。

＊

　

毎
週
木
曜
日
の
16
時
〜
18
時

＊

　

土
浦
保
健
所

＊

　

無
料
（
匿
名
で
実
施
）

＊
　
　

土
浦
保
健
所  

保
健
指
導
課

　

   

電
話 

０
２
９
（
８
２
１
）
５
５
１
６

▼

下肢筋力測定器
　「足指チェッカー」



少年団によってメッセージ付き風船が大空に

放たれ、今後の林業に夢と希望を乗せて

閉会しました。

　第 56回全国植樹祭が、天皇・皇后両陛下のご臨

席を賜り、6月 5日に潮来市の「水郷県民の森」で

開催されました。

　植樹祭は国土緑化運動の中心的な行事として毎年

開催されているもので、八郷町からは、小幡小学校

の児童たちが結成する緑を守る少年隊や林業関係者

たち 65名が参加。

　晴天のもと、両陛下や全国からの参加者による記念

植樹、緑化功労者の表彰、地元の子どもたちによる創作

演技などが行われました。緑化功労者の表彰では、長年

にわたり林業に貢献されたとして、町内から、木

﨑眞さん、柘植市郎さん、広瀬桂一郎さん、

比企正雄さん、吉田勝治さん、鈴木哲夫さ

んが受賞。フィナーレでは、県内の緑の

●まちの話題できごと
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第
30
回
さ
つ
き
展
示
会
入
賞
者

　

八
郷
盆
栽
会
主
催
に
よ
る
第
30
回
さ
つ

き
展
示
会
が
6
月
7
日
か
ら
11
日
ま
で
、

町
立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

愛
好
者
た
ち
が
丹
精
を
込
め
て
育
て
た
さ

つ
き
約
60
点
が
展
示
さ
れ
、
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
河
合
定
男
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）
▽
川

井
勇
一
郎
（
県
農
林
水
産
部
長
賞
）
▽
鈴

木
勲
（
県
南
総
合
事
務
所
長
賞
）
▽
大
塚

章
（
県
議
会
議
員
賞
）
▽
小
沢
義
弘
（
八

郷
町
長
賞
）
▽
飯
塚
孝
三
（
町
議
会
議
長

賞
）
▽
小
松
崎
正
一
（
町
盆
栽
会
会
長
賞
）

▽
本
多
三
武
郎（
町
農
業
委
員
会
会
長
賞
）

▽
飯
島
秀
昭
（
町
観
光
協
会
長
賞
）
▽
上

田
忠
蔵
（
町
教
育
長
賞
）
▽
石
井
米
吉
（
県

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
園
長
賞
）
▽
上
田
孝
之

（
町
商
工
会
長
賞
）
▽
飯
田
守
之
（
常
陽

銀
行
柿
岡
支
店
長
賞
）
▽
生
田
目
勇
（
上

田
園
芸
賞
）
▽
髙
橋
正
躬
（
国
民
宿
舎
つ

く
ば
ね
賞
）

森林と人とが共生する社会を 　八郷町緑を守る少年隊が里親となって1年
間大切に育ててきたクヌギ・コナラなどの「ど
んぐり」の苗木を、水郷県民の森「どんぐりの
谷」へ植樹しました。　

心を贈る絵てがみ展
　八郷町絵て

がみ同好会（田

口元子代表）

による作品展

が、6月14日

か ら 20 日 ま

で、町立中央

公民館で開催

されました。絵てがみは、自分の気持ちを素直に、

絵と文字と言葉で綴るもの。30代から90代まで

の同好会の会員や講座生の作品が展示されました。

同好会代表の田口さんは「絵てがみは温かみがあり

ます。見る人をやさしい気持ちにしてくれたり、元

気にしてくれたりします」と話していました。

さわやかマナーアップ！

県立八郷高

等学校（阿須

間謙三校長）

の生徒たちが

6月21日に、

高校生の規範

意識や公共マナーの向上を目的とする「高校生さわ

やかマナーアップキャンペーン」の一環で、柿岡商

店街などの清掃活動を行いました。清掃活動を行い

ながら「八郷高校ニュース」などの印刷物を商店や

事業所に配布し、自分たちの活動を地域にアピール。

また、町役場を訪れ、自分たちが育てた花のプラン

ターを贈呈しました。



和楽の集い
　ジョイントコンサート実行委員会（佐久間力委員長）

主催による第9回ジョイント・コンサートinやさと「和

楽の集い」が、6月5日に町立中央公民館で開催されま

した。

　三部構成で、第一部の出演者は津軽三味線奏者・踊正

太郎さん。踊さんは石岡市の出身で、津軽三味線界で最

も注目を浴びる奏者。名曲「津軽じょんがら節」や、踊

さんのオリジナル曲「津軽の四季」などを、聴衆を引き

込む、力強く緻密な撥さばきで演奏しました。

　第二部では八郷太鼓「夢ひびき」が、第三部では常陸

乃国ふるさと太鼓会が、それぞれ華やかで勇壮な太鼓を

披露しました。常陸乃国ふるさと太鼓会の演奏では、奏

者が太鼓を片手に客席の中へ入って演奏する場面も。会

場は、軽快な旋律と息を呑む激しく豪快な太鼓の音に引

き込まれまし

た。

　和楽器の持

つ独特な音色

が心に染み入

り、日本の伝

統音楽の魅力

にあらためて

気付づくこと

のできたコン

サートでした。

(13)

●まちの話題できごと

八郷町史発刊のお知らせ八郷町史発刊のお知らせ 陶器まつりでにぎわう
　八郷町史「通史編」

を発刊しました。予

約されていない方で

購入を希望される方

は、数に限りがあり

ますので、お早めに

お求めください。

　3,000円

　教育委員会  生涯学習課

　　　　　　 文化行政係（中央公民館内）　　　　　　 文化行政係（中央公民館内）

　平日（月～金）　平日（月～金）

　　　　　午前8時30分～午後5時30分　　　　　午前8時30分～午後5時30分

　教育委員会  生涯学習課  文化行政係　教育委員会  生涯学習課  文化行政係

　　　　　　　　TEL43-1111　内線1610　　　　　　　　TEL43-1111　内線1610

　八郷町観光

協会主催によ

る２００５や

さと陶器まつ

りが6月4日・

5日に茨城県

フラワーパー

ク駐車場で開

催されました。町内に窯を持ち、活躍している陶芸

家の作品を一堂に集め、展示即売。天候に恵まれ、

客の入りも上々でした。ひとくちに陶芸といっても、

陶芸家によって作品の趣きはさまざま。来場した皆

さんは、個性あふれる作品に足を止め、しばし見入っ

ていました。

▽

　

　

八
郷
南
／

　

柿
岡

／

　

有
明
／

　

園
部
▽

　

　

柿
岡
／

　

有
明

／

　

八
郷
南
／

　

園
部
▽

　

　

園
部
／

　

柿

岡
▽

　

優
勝　

園
部
／

　

柿
岡
／

　

八
郷
南
／

　

有
明
▽

　

　

八
郷
南
／

　

有
明
／

　

柿
岡
▽

　

　

柿
岡
／

　

有
明
／

園
部
▽

　

　

有
明
／

園
部
／

　

柿
岡
▽

　

園
部
／

　

八
郷
南
／

　

有
明
／

　

柿
岡
▽

　

　

柿
岡
／

　

有
明
／

　

園
部
▽

　

　

八
郷
南
／

　

園
部
／

　

柿
岡
▽

　

　

園
部
／

柿
岡

　

広
報
や
さ
と
の
14
・
15
㌻
「
み
ん
な
の

広
場
」
習
字
コ
ー
ナ
ー
、
や
さ
と
文
芸
、

わ
た
し
も
一
言
、
イ
ラ
ス
ト
へ
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

広
報
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
17
年
度
八
郷
町
中
学
校

　
　
　
　

総
合
体
育
大
会
結
果
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短　

歌　
　
　
　
　
　

大
塚　

誠　

選

二
ヶ
月
の
休
養
と
っ
た
こ
の
身
で
も
百
歳
の
親
に
は
勝
て
ぬ
人
生
か　

 

柴
内　

羽
生　

俊

怪
我
を
負
ひ
入
院
し
た
る
母
な
れ
ど
風
邪
を
ひ
く
な
と
案
じ
下
さ
る　

 

山
崎　

荒
井　

幸
子

卯う

の
花
の
白
さ
ま
ぶ
し
い
散
歩
道
空
青
に
抜
け
綿
雲
ひ
と
つ　
　
　
　

　

 

弓
弦　

塚
田　

キ
ヨ

　
　

俳　

句　
　
　
　
　
　

綿
引　

鼓
峰　

選

雨
意
き
ざ
す
霞
ヶ
浦
に
行
々
子　
　
　
　
　
　
　
　

柿
岡　

佐
藤
貴
美
江

堤
防
に
つ
づ
く
蓮
田
の
限
り
な
し　
　
　
　
　
　
　

吉
生　

土
佐　

汀
風

畝う
ね

な
し
て
巻
葉
浮
葉
の
蓮
田
か
な　
　
　
　
　
　
　

瓦
谷　

鈴
木　

浦
子

　
　

俚　

謡　
　
　
　
　
　

白
田　

正
源　

選

初
夏
の
陽
ざ
し
に
梅
の
実
と
れ
ば
笊
の
中
か
ら
陽
が
匂
う　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

菊
地
と
し
子

風
邪
を
引
い
た
か
花
粉
の
せ
い
か
入
歯
飛
び
出
す
大
く
し
ゃ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

小
野
瀬
午
風

老
い
た
顔
に
も
忘
れ
ぬ
手
入
れ
紅
も
ほ
ん
の
り
身
だ
し
な
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
林　

谷
島　

清
風

すっきりと冴えわたった
作品です。

●
や
さ
と
文
芸

みんなの広場

評　

玄
潮
会
理
事　

森  

浩
亭

伸びのびと健康的な作品
です。

　

最
近
は
登
山
ブ
ー
ム
な
の

で
、
雲
海
と
聞
く
と
、
山
の
頂

上
に
立
っ
て
眺
め
た
雄
大
な
風

景
を
思
い
出
し
て
、
今
年
の
夏

も
ぜ
ひ
見
た
い
と
思
う
方
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

雲
海
と
い
う
の
は
、
二
千

メ
ー
ト
ル
以
上
く
ら
い
の
高
い

山
か
ら
見
る
、
雲
が
海
の
よ
う

に
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
風
景

の
こ
と
で
。
高
層
雲
が
一
面
に

広
が
り
、
そ
の
上
が
平
ら
、
ま

た
は
波
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
海

の
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。

 

雲
海
は
夏
の
季
語
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
夏
は
登
山
し
や
す
い

季
節
で
、
こ
の
現
象
を
見
る
こ

と
が
多
い
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
雲
海
を
詠
ん
だ
句

は
少
な
い
よ
う
で
す
。
昔
は
レ

ジ
ャ
ー
よ
り
、
信
仰
の
た
め
に

山
に
登
る
人
が
多
く
、
一
句
詠

む
と
い
う
余
裕
が
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
現
在
は
登
山
道
、

登
山
自
動
車
道
な
ど
が
整
備
さ

れ
、
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
や
ケ
ー
ブ

ル
カ
ー
も
利
用
で
き
、
昔
に

比
べ
て
山
頂
近
く
ま
で
行
く
こ

と
は
容
易
で
あ
る
こ
と
を
思
え

ば
、
隔
世
の
感
を
覚
え
ま
す
。

　

山
で
最
も
感
動
的
な
の
が
、

雲
海
な
ど
か
ら
太
陽
が
上
る
、

ご
来ら
い

光こ
う

の
の
瞬
間
で
す
。
ご
来ら
い

迎ご
う

と
も
い
い
ま
す
が
、
日
の
出

や
日
の
入
り
の
と
き
、
高
山
で

雲
に
映
っ
た
自
分
の
影
や
光
の

環わ

が
見
え
る
様
子
〝
ブ
ロ
ッ
ケ

ン
現
象
〞
を
、
ご
来
迎
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

登
山
に
限
ら
ず
、
夏

は
野
外
活
動
の
ベ
ス
ト

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
七
月

は
「
自
然
に
親
し
む
運

動
」
と
し
て
、
自
然
保

護
思
想
の
啓
蒙
お
よ
び
、

自
然
教
育
の
推
進
の
た
め
に

全
国
の
国
立
公
園
で
、
自
然
観

察
会
な
ど
の
行
事
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
も
っ
と
自
然

に
親
し
み
た
い
も
の
で
す
。



●

イイ
ララ
スス
トト

わわ
が
家
の

　
　
　

ア
イ
ド
ル

　

家
族
か
ら
の
一
言

　

外
で
遊
ぶ
の
が
大
好
き
な
元
気
な

男
の
子
で
す
。
２
歳
に
な
り
歌
も
何

曲
か
最
後
ま
で
歌
え
る
よ
う
に
な
り
、

毎
日
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

明
る
く
伸
び
伸
び
と
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

豆
腐
と
え
び
の
炒
め
も
の

食生活改善推進員（ヘルスメイト）
鈴木　さと　（山崎）

(15)

P.N　ながったん

みんなの広場みんなの広場

塚
田  

太た
い
よ
う陽 

ち
ゃ
ん

柿
岡

平
成
15
年
6
月
16
日
生
ま
れ

父　

光
典
さ
ん　

母　

直
美
さ
ん

柿岡　小松﨑 理沙

半田　関 良江

P.N　ジプシーP.N　ミカミン P.N　まりも

わ
た
し
の
手
料
理

【
材
料
４
人
分
】

○
絹
豆
腐  

６
０
０
ｇ
（
２
丁
） 

○
え
び
む
き
身  

80
ｇ 

○
酒  

小
さ
じ
１ 

○
片
栗
粉  

適
宜 

○
揚
げ
油  

適
宜 

○
枝
豆  

60
ｇ
（
殻
付
１
１
０
ｇ
）
○
長
ね
ぎ  

20
ｇ
（
１

／
５
本
）
○
生
姜  

少
々 

○
赤
唐
辛
子  

少
々 

○
サ
ラ
ダ

油  

小
さ
じ
２ 

○
Ａ
〈
ス
ー
プ  

３
０
０
cc 

・ 

塩  

小
さ

じ
４
／
５ 

・ 

し
ょ
う
ゆ  

小
さ
じ
１
と
１
／
３ 

・
み
り
ん  

大
さ
じ
１
と
１
／
３
〉
○
片
栗
粉  

小
さ
じ
１
と
１
／
２

【
作
り
方
】

①
え
び
は
背
わ
た
を
取
っ
て
、
酒
を
ふ
り
、
片
栗
粉
を
ま

ぶ
し
て
揚
げ
る
。

②
枝
豆
は
ゆ
で
て
か
ら
、
殻
か
ら
出
し
て
お
く
。

③
赤
唐
辛
子
、
長
ね
ぎ
、
生
姜
は
み
じ
ん
切
り
に
す
る
。

④
Ａ
を
合
わ
せ
て
お
く
。

⑤
豆
腐
は
縦
半
分
に
し
て
、
１
㎝
幅
に
切
る
。

⑥
中
華
鍋
に
油
を
熱
し
、
③
を
炒
め
、
Ａ
を
加
え
る
。
さ

ら
に
、
枝
豆
と
豆
腐
を
加
え
、
煮
立
っ
た
ら
①
を
加
え
、

同
量
の
水
で
溶
い
た
片
栗
粉
で
と
ろ
み
を
つ
け
る
。　



　

今
年
も
な
に
も
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
、
梅
雨
の
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
雨
と
湿
気
に
気
分
も

幾
分
湿
り
気
味
に
な
り
が
ち
で
す
。

　

で
も
、
こ
の
時
期
に
し
か
出
会

え
な
い
感
動
が
あ
る
こ
と
を
、
あ

ら
た
め
て
発
見
し
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
あ
る
日
の
夕
方
、
山
沿
い
の

路
を
通
っ
た
と
き
の
こ
と
で
し
た
。

　

草
む
ら
の
中
か
ら
淡
い
光
が
飛

び
立
っ
た
の
で
す
。そ
う
、蛍
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
蒸
し
暑
さ
も
忘

れ
、
今
日
は
ど
ん
な
光
跡
を
描
い

て
く
れ
る
の
か
、
地
元
の
皆
さ
ん

に
感
謝
し
な
が
ら
、
カ
メ
ラ
片
手

に
通
い
続
け
て
お
り
ま
す
。 

（
ｋ
）

3つの答えの中から正解を選びハガキに書いて

送ってください。

①平成16年度に町内に捨てられた廃タイヤは

何本くらいあったでしょうか？

Ａ－800本　  Ｂ－1600本  　Ｃ－2500本

②平成17年度八郷町国民健康保険税の介護保

険分の所得割税率は何％ですか？

Ａ－40.0％　　Ｂ－8.0％　　Ｃ－1.0％

③第56回全国植樹祭はどこで開催されました

か？

Ａ－水郷県民の森　Ｂ－茨城県フラワーパーク

Ｃ－つくば万博記念公園

【応募の方法】
☆ハガキに広報クイズ208と書き、答えの記

号（例①－Ａ）、住所、氏名、年齢、世帯主名（小

さいお子さんの場合はご記入ください）と「私

もひとこと」へのご意見や広報の感想などを

書いて送ってください。イラストなども大歓迎。

町外にお住まいの方も応募できます。

☆締切日　平成17年8月15日（当日消印有効）

☆応募先　〒315-0195　八郷町柿岡5680-1

　　　　　　八郷町役場秘書広聴課

☆当選者の発表　　本紙9月号

［広報クイズ206の当選者の発表］
正解は①－C、②－B、③－Aでした。応募

総数36通、正解34通の中から次の10人が

当選しました。

市村恵里奈（小見）入江勇（大増）小松﨑理沙（柿

岡）島田茂（須釜）萩原邦男（片岡）細谷光夫（片

野）三浦毬愛（山崎）溝上マスヱ（柿岡）山口

節子（上林）渡辺芳雄（片野）【敬称略】

＊＊＊　お知らせ　＊＊＊
平成17年10月に石岡市と合併して新市が誕

生し、広報も新しいスタートを切ります。「広

報やさと」で掲載してきました広報クイズです

が、「広報やさと」最終号となる9月号で、今

月号の正解と当選者を発表することになりま

すので、今月号をもって終了とさせていただき

ます。これまで多くの皆様からご応募をいただ

きまして、ありがとうございました。

全問正解者のなかから抽選
で素敵な賞品が当たるよ

広報やさとは、町内の常陽銀行、水戸信用金庫、各郵便局、コンビニエンスストアー（セイコーマート各店、セブンイレブン）、恋瀬出張所、園部出張所に置いてあります。（16）
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主催／石岡市観光協会・八郷町観光協会・財団法人石岡市開発公社

後援／茨城県・石岡市・八郷町・茨城県観光協会・石岡市教育委員会・八郷町教育委員会・

石岡商工会議所・八郷町商工会・ＪＡ石岡・ＪＡ八郷・八郷町観光果樹組合・茨城新聞社・

㈱茨城フジカラー・茨城県カメラ商組合

協賛／フォトショップ秀栄・ヒカリ写真館・光画房・鈴木写真館・金令堂カメラ店・フォ

トクラモチ・株式会社写真の飯村

　　石岡市・八郷町を広く紹介できる観光写
真 ［ 景観・行事・催事などを題材にしたも
ので、観光ＰＲに活用できるもの ］ を募集
します。

いしおか・やさとフォトコンテストいしおか・やさとフォトコンテスト
作 品 募 集作 品 募 集

●部門
①観光部門
②観光体験部門　
③おまつり部門　
④フラワーパーク・常陸風土記の丘部門　
⑤デジタル写真部門
●応募規定
応募資格　特になし
撮影場所　石岡市・八郷町内に限る
撮影時期　平成17年1月1日以降に撮影した作品に限る
応募点数　制限なし
応募規格　上記の部門①～④については四つ切り（ワイド四つ切りを含む）・
　　　　　⑤については２Ｌ～Ａ４
●入賞・賞品

賞 点数 賞金 副　賞 対　　象
最優秀賞 1 5万円 賞状・記念品 デジタル部門を除く全部門から
優秀賞 15 2万円 賞状・記念品 各部門から3点
入　選 30 1万円 賞状・記念品 各部門から6点
佳　作 若干 賞状・記念品 各部門から若干
参加賞 応募者全員
●審査　1月下旬　　●入賞発表　2月上旬（本人宛の通知とする）
●応募方法　応募票に必要事項を記載し、写真裏面に添付のうえ、下記のところ
　　　　　　へ郵送または持参してください。
　　　　　　石岡市役所商工観光課　〒315-8640石岡市大字石岡3165-2
●●募集期間　平成17年7月～平成18年1月15日必着
●応募上の注意
・作品は未発表のものに限る。
・入賞作品は原板を提出するものとする。
・入賞作品の版権は主催者に属する。
・作品に人物が写っている場合は、必ず被写体の承諾を得ること。
・入賞作品以外の作品でも作品展示をする場合がある。
●問い合わせ先　石岡市観光協会事務局（石岡市商工観光課内）
　　　　　　　　　TEL23-1111　〒315-8640石岡市大字石岡3165-2
　　　　　　　　八郷町観光協会事務局（八郷町商工観光課内）
　　　　　　　　　TEL43-1111　〒315-0195八郷町大字柿岡5680-1

広報クイズ208
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